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2027年3月期 第１四半期 業績概要

➢ 売上高・経常利益・純利益のすべてで第1四半期として過去最高を達成

➢ ウォーターサーバー事業：売上高 10.3億円（前年同期比 +622.9%）
高い商品力と経済的メリットが評価され、浄水型サーバーの販売が急速に拡大

➢ リユース事業：売上高 9.4億円（前年同期比 +158.1%）

FC展開の加速により店舗数60店舗へ拡大。新たな成長ドライバーとして本格寄与

➢ インターネット通信サービス事業：売上高 32.2億円（前年同期比 +22.9%）

契約回線数が前年同期末比12.5%増となり、基盤事業として安定成長を牽引
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業績ハイライト（第１四半期） 過去最高の業績を達成
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売上高59.2億円（前年同期比53.6％増）、経常利益5.5億円（同44.7％増）となり、過去最高を達成
ウォーターサーバー事業の著しい成長が全体を大きく牽引し、モバイルWi-Fi契約も堅調に拡大しました
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連結業績

26年3月期
１Q

27年3月期
１Q

実績 実績
前年同期比
増減率

前年同期比
増減額

売上高 3,856 5,924 ＋53.6％ ＋2,068

売上原価 1,626 2,430 ＋49.4％ ＋804

売上総利益 2,229 3,494 ＋56.7％ ＋1,264

販管費 1,846 2,937 ＋59.0％ ＋1,090

営業利益 383 557 ＋45.4% ＋173

経常利益 385 558 ＋44.7% ＋173

親会社株主に帰属する

四半期純利益 252 371 +47.4% +119
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連結損益計算書（第１四半期）

(百万円)



顧客基盤拡大に伴う運転資金の増加および約5億円の配当金支払いにより現預金は減少しました
一方、将来のストック収益につながる契約回線等は着実に積み上がっています

連結貸借対照表 要約

資産の部
26年3月期
決算

27年3月期
１Ｑ

増減額 負債純資産の部
26年3月期
決算

27年3月期
１Ｑ

増減額

流動資産 13,095.2 12,893.2 △201.9 流動負債 4,416.5 4,398.7 △17.8

現金及び預金 3,492.6 2,136.9 △1,355.7 短期借入金 750.0 950.0 +200.0

割賦売掛金 7,475.9 8,722.8 +1,246.8 1年内返済予定の長期借入金 215.0 177.5 △37.5

その他 2,126.5 2,033.5 △93.0 その他 3,451.5 3,271.2 △180.3

固定資産 1,238.9 1,273.2 +34.3 固定負債 1,178.1 1,143.8 △34.3

有形固定資産 248.1 254.3 +6.1 長期借入金 1,070.0 1,035.0 △35.0

無形固定資産 358.6 350.9 △7.7 その他 108.1 108.8 +0.6

投資その他 632.0 668.0 +35.9 純資産 8,739.4 8,623.9 △115.5

資産合計 14,334.2 14,166.5 △167.6 負債純資産合計 14,334.2 14,166.5 △167.6

（百万円）
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インターネット通信サービス事業 堅調な成長基盤

営業利益分析 (百万円)

売上高
増加

その他販管費
減少

26年3月期
１Q

代理店手数料
増加

27年3月期
１Q

△329.072.4

△272.0601.2

売上原価
増加

契約回線数29.2万回線へ伸長、新規獲得コストの増加を吸収し二桁の増収増益
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25年3月期
１Q

26年3月期
１Q

27年3月期
１Q

219,300

260,300

292,800

契約回線数推移 (回線)

※インターネット通信サービス事業の対象契約回線数



100.7

151.5

218.2

264.5

291.5

313.0

22年3月期

1Q

23年3月期

1Q

24年3月期

1Q

25年3月期

1Q

26年3月期

1Q

27年3月期

1Q

ロボット事業
ストック売上高推移

ロボット事業 ストック収益基盤が着実に拡大

(百万円)

ストック売上高は前年同期比＋7.4％増の3.1億円へ拡大。継続利用を基盤に安定した収益構造を維持
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営業利益分析 (百万円)

売上高
減少

売上原価
減少

その他販管費
減少

27年3月期
１Q

26年3月期
１Q

△44.6

24.1

18.9



売上高推移
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(百万円)

ウォーターサーバー事業 浄水型サーバーを核とした業績の急拡大

前年同期比

＋622％成長

高い商品力と経済的メリットに加え、販売代理店網の拡充により販売が急拡大
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※貸倒引当金を2026年3月期１Qから４Q遡及処理



リユース事業 FC展開加速による店舗ネットワークと事業規模の拡大

FC展開の加速により店舗ネットワークが拡大し、売上高9.4億円・営業利益7,000万円を計上
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32店舗→60店舗
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60

営業利益分析 (百万円)
売上高
増加

売上原価
増加

その他販管費
増加

27年3月期
１Q

26年3月期
１Q

577.6

△354.7

△160.0

70.2

7.4

1年間で約2倍



326,600
（2026年6月）
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プリペイドSIM（1年以上利用）

Wi-Fiレンタル

ロボット

MVNE

モバイルWi-Fi

BJ単体回線数

(回線)

291,900
（2025年6月）

総契約回線数は32万回線に拡大（11.9％増）
ストック収益の基盤となる契約回線が拡大
ARPUの高いモバイルWi-Fiや、MVNE、プリペイドSIM（１年以上利用）が成長を牽引

「契約の積み上げにより、ストック収益が拡大」

※2020年までは、ベネフィットジャパン単体の契約回線数。2021年以降は、ベネフィットジャパングループの契約回線数（区分）
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連結売上高及び経常利益推移（第１四半期）

(百万円)
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連結売上高 経常利益及び経常利益率(百万円)

売上高・経常利益は過去最高を記録し、前年同期比で売上高は53.6％、経常利益は44.7％増加
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27年3月期

通期計画 第１四半期 進捗率

売上高 20,233 5,924 29.3%

営業利益 1,657 557 33.6%

経常利益 1,700 558 32.8%

親会社株主に帰属する

当期（四半期）純利益 1,136 371 32.7%

(百万円)
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2027年3月期 連結業績予想に対する進捗

通期計画に対する進捗は、売上高及び利益ともに好調に推移
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顧客基盤を起点としたLTV最大化モデル
各事業の連携により、顧客接点を継続収益へ転換
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インターネット通信サービス事業
多彩な販売チャネルを通じて、顧客基盤を拡大し、ストック収益を積み上げる
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ロボット事業
体験を起点に継続利用・コミュニティ・クロスセルへつなげ、LTVを最大化
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販売拡大 × ストック収益によるビジネスモデル

ウォーターサーバー事業
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リユース事業
FCを中心に新規出店を加速させ、９０店舗を達成することにより売上高および営業利益ともに増加を目指す
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事業構想 LTV最大化モデル
顧客基盤を軸に、収益を最大化する構造
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会社概要
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市場環境の変化に迅速かつ柔軟に対応し、成長を継続

事業成長の歩み
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数字で見るベネフィットジャパン ストック収益と顧客基盤で成長する企業
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この資料は投資家の参考に資するため、株式会社ベネフィットジャパン（以下、当社）の現状をご理解いた
だくことを目的として、当社が作成したものです。

本発表において掲載されている情報の中には、資料作成時において一般的に認識されている経済・社会等の
情勢および当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されており、いわゆる「見通し情報」
（forward-looking statements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う
想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。不
確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な
経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の
更新・修正をおこなう義務を負うものではありません。

投資をおこなう際は、投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

免責事項
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